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平成 18 年度

大 学 情 報 化

職 員 研 修 会 
開 催 要 項 

 
 
 
 

 
A日程：平成１８年１０月１８日(水)～２０日(金) 
B日程：平成１８年１１月 ８ 日(水)～１０日(金) 

 
会場：浜名湖ロイヤルホテル（静岡県浜松市） 

 
http://www.juce.jp/kenshu/shokuin2006/ 

社団法人私立大学情報教育協会 
研 修 運 営 委 員 会 
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開 催 趣 旨 
 

大学教育の成果である人材育成が社会から問われている。創造性、即戦力、基礎学

力など人間力の低下が指摘され、学生の質保証が取り沙汰されるなど、教育全般に亘

り改革が求められており、それには、理事会をはじめ教員・職員による人材育成の取

り組みが不可欠であるが、とりわけ職員には、教育支援、人材育成支援の取り組みを

コーディネート、マネージメントする能力が要請される。問題解決に向けた取り組み

について可能性を模索する中で業務を点検し、IT 活用による教育改善および人材育

成支援、望ましい情報環境や運営組織の在り方など、大学改革に不可欠な課題につい

て事例紹介、意見交流を通じて職員一人ひとりの資質の向上を目指すことを目的に本

研修会を開催する。 

 

 

１．研修の進め方 
本研修会は、研修の主旨を理解するための全体会（講演等、事例紹介）を行います。その

後、テーマ別の分科会形式に移行します。分科会では、趣旨に沿ってサブテーマの内容を中

心に討議を行い、問題解決のための方途を探ります。また、必要に応じて、参加者の中から、

あるいは外部関係者を招いて先進的な取り組み事例の紹介を行います。 
 

２．参加資格 
加盟大学教職員：当協会加盟大学・短期大学の職員および教員。 
賛 助 会 員：本研修会の開催内容に関連する当協会賛助会員企業の方。 

 

３．開催日程・会場 
Ａ日程：１０月１８日（水）午後０時３０分開始～２０日（金）正午解散 
Ｂ日程：１１月 ８ 日（水）午後０時３０分開始～１０日（金）正午解散 
会場：浜名湖ロイヤルホテル 
（〒431-0101静岡県浜松市雄踏町山崎 4396-1 TEL. 053-592-2222） 
※ 本年度は合宿研修となります。参加者は全員上記ホテルへ宿泊いただきます。 
※ 原則としてツインルームとし、部屋割りは当方で割り当てます。 
※ 最寄駅 JR東海道本線「舞阪」駅（東海道新幹線「浜松」駅より 10分）より送迎バスを

用意しております。 
 

４．分科会 
学内の基幹業務あるいは業務を横断するテーマについて討議と事例研究を行い、問題解決

の方法について理解を深めます。 

A 日程：10 月 18 日～20日 

Ａ－１ 学生基本情報の活用 

Ａ－２ 財務情報の戦略的活用 

Ａ－３ 個人情報保護対応 

Ａ－４ 戦略的教育支援 

Ａ－５ 戦略的な大学Ｗｅｂサイトの構築 
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B 日程：11月 8日～10 日 

Ｂ－１ 学びの主体性を喚起する学修支援システム 

Ｂ－２ キャリア形成支援 

Ｂ－３ 教育学術情報政策 

Ｂ－４ ＩＣカードを利用したキャンパスライフ支援 

Ｂ－５ ＩＴを活用したコミュニケーション 

 

５．事前レポートについて、 
各分科会指定の様式にてレポートを事前提出することを参加の要件とします。3 ページから

の各分科会概要をよくご覧いただき、指示に従ってレポートを作成願います。 
提出は下記の Webページから送信していただきます。また、参加者レポートは、同 Webペ

ージにて相互に閲覧可能とします。事前にご一読の上、所属するグループの参加者レポートの

み印刷し研修会へ持参ください。 
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｕｃｅ．ｊｐ／ｋｅｎｓｈｕ／ｓｈｏｋｕｉｎ２００６／ 

※ 参加者レポートは討議の進め方、ミニ事例発表等の参考にさせていただきますので、申

し込みが済みましたらできるだけお早めに提出ください。また、何らかの事情により

Web からのレポート送信ができない場合は事務局にご相談ください（TEL：
03-3261-2798）。 

 

６．参加費および納入方法 

1111 名 33333333,0,0,0,000000000 円（税込） 
 

参加者は、大学ごとにできるだけ一括して、Ａ日程は１０月１７日（火）までに、Ｂ日程

は１１月７日（火）までに銀行振込により納入ください。 
＜振込先＞ 

りそな銀行 市ヶ谷支店 普通預金口座 

口座番号：0054409 

名義人：（
シ

社
ャ

）
）

私情協
シジョウキョウ

 
 

※ 参加される日程の前の週の金曜日(A 日程の場合は１０月１３日、B 日程では１１月３日)までにキャン

セルのご連絡をいただいた場合は、全額参加費を返金します。それ以降のキャンセルは資料代と実費の

ご負担をお願いいたします。 

ほかに宿泊費として 27,500 円(税込)（2泊 5食付）を 1日目受付時に直接ホテルへお支

払いください。 
 

７．参加申込方法および締切日 
 参加申込を大学ごとに一括して取りまとめ、Ａ日程は１０月６日（金）まで、Ｂ日程は１０月

２７日（金）までに、FAX もしくは本研修会 Web サイトからお申込み下さい。締切日以降でも

定員に余裕があれば申し込みを受け付けますので、事務局にお問い合わせください。 
 研修会Webサイト： http://www.juce.jp/kenshu/shokuin2006/ 
 問い合わせ電話番号： 03-3261-2798 （私情協事務局）※FAX番号は申込用紙に記載 
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研修プログラム 
① 全 体 会  

 

基調講演： 「学校法人（大学）の経営に於いて期待される職員の役割」 
 

菅野 卓雄氏（東洋大学理事長） 
 
 現在日本の社会では、大学を設置している学校法人とその大学の経営に於いて、教員以外の職

員も大きな役割を果たし、その寄与は不可欠であることが十分に認識され、正当に評価されてい

るとは言い難い。私立大学の経営に係る高度の専門性と経験の集積・継承、国際社会での共通性

等に裏付けられ、特に情報ネットワークを活用した高い企画能力、実行力、評価力をもって理事

会における業務決定を輔弼し、業務執行担当理事のもとで、学校法人（大学）の経営の担い手に

なることが職員に対し求められている。 

本講演では、職員に対する期待と求められる役割等について共通理解を持つことを目的とする。 

 

事 例 紹 介 

 
基調講演終了後、各分科会開始前に、大学としての教育支援のあり方を理解するために有用

な事例紹介を行います。事例紹介は複数の発表から参加者の興味・関心に応じて二つ選択しま

す（参加する分科会によっては、聴講が必須の発表もあります）。 詳細は本研修会Webサイト

に随時更新します。聴講希望の申込みは事前にWebサイトを通じて行います。 
 
事例紹介予定 
 A日程：  帝塚山大学 「eラーニング 『TIES』の取り組み」 
  札幌学院大学 「電子的な学生指導シート『はぐくみ』の活用」 ほか２件 

   B日程：  日本福祉大学  「循環再生産型学習スタイルによる人材育成」  
        関西国際大学 「キャンパスマイレージによる学習意欲向上の取り組み」 
  名古屋学院大学 「キャンパスコミュニケーションシステム」 

  札幌学院大学 「電子的な学生指導シート『はぐくみ』の活用」 
 

※ 上記の他、各分科会内にて、必要に応じて参加者や外部関係者からの事例紹介を行うことがあります。 
 

② 分 科 会 概 要 
 

Ａ－１ 学生基本情報の活用 
【分科会のねらい】 

学生基本情報はあらゆる業務の核になるデータとして、すでに多くの大学で有効利用するた

めのシステムが構築されているが、教育支援への活用に関しては教職員のコラボレーション、

父母のニーズの変化、個人情報保護法などの課題があり、未だ発展途上にあるのが実情である。

これらのハードルをクリアし、学生ポータルの構築や学生カルテなど、学生基本情報を活用し

た新たな教育サポートを実現していくためにはどのような対策が必要なのか。職員の教育参加

という視点に立って、学生基本情報を利用した様々な取り組みとその可能性について検討する。 
 
【メインテーマ】 学生基本情報を活用した教育支援の新たな可能性 
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【サブテーマ】 
・ ポータルサイト・学生カルテに見る新たなサービス 
・ 学生・父母のニーズへの対応と個人情報保護 
・ 教育改善・大学改革を実現する教職員コラボレーション 
・ システムの再構築と情報のメンテナンス 

 
【対象者】学生基本情報を利用または管理するすべての部門 
 
【ミニ事例発表】 
 参加者事前レポートの内容をもとに、先進事例についてはミニ事例として発表をお願いする。 

 
【事前レポート】 
 討議を円滑に進めるため、参加者は以下の内容についてＡ４判１枚程度にまとめてレポート

を事前に提出してください。 
１ 自校の学生基本情報システムの概要 

・学生基本情報システムの有無 
・各部署の連携とシステムのメンテナンスの現状 

２ 教育支援や学生サービス（就職、生活支援等を含む）に利用している具体例 
・現在利用していない場合は参加者の考え 
・職員の教育参加や教員との連携について 

３ 個人情報の安全管理について 
４ その他、討議・情報交換希望項目 

 

Ａ－２ 財務情報の戦略的活用 

【分科会のねらい】 

平成 17 年 4 月より私学法が改正施行され、財務に関しては、公共性を有する法人としての説

明責任と関係者の理解が得られるような情報開示体制が求められている。また今年度は、一部

改正された学校法人会計基準のもとでの初めての財務情報開示となった。 

この分科会では、これら改正に伴う各大学の対応状況と課題を共有し、今後の財務情報開示

のあり方について検討する。また、検討に当たっては、各サブテーマの視点から、教育研究の

ための資金の獲得と捻出のために、財務情報を戦略的に活用することが不可欠であるので、望

ましい財務システムのあり方について考察する。    

 

【メインテーマ】 「攻めの財政」と「守りの財政」を支える財務情報 

 

【サブテーマ】 

・ 外部資金を獲得するための財務情報の開示のあり方（大学の格付けを含む） 

・ 財政計画と予算管理を一元管理するための機能別予算の必要性 

・ 財務状況の点検・評価（PDCA）のしくみ 

・ 内部統制・日本版 SOX 法など 

 

【対象者】 財務情報を提供あるいは活用しているすべての部門 

 

【ミニ事例発表】 

 事前にサブテーマ担当の振り分けを行い、サブテーマ担当グループ毎に、事前に検討や調査

をしていただいた討議資料や先進事例について、分科会全体によるサブテーマの討議の冒頭で
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発表をお願いする。 

 

【事前レポート】 

 運営を円滑に進めるため、以下の内容を記載した A4で１～２ページ程度のレポートの事前提

出をお願いする。 

１．参加者のプロフィール（必須） 

２．担当したいサブテーマ（必須） 

３．財務情報と各サブテーマとの関連についての意見や討議希望内容（選択必須） 

４．各サブテーマにおける ITの活用についての意見や討議希望内容（選択必須） 

５．自校の平成 1７年度財務情報開示状況と今後の課題（必須） 

６．自校の資金調達構造とその体制および戦略（任意） 

７．自校の管理経費削減事例と教育研究経費の適正配分事例（任意） 

８．その他情報交換希望事項（任意） 

[注]必須：必ず記載してください。 

 選択必須：少なくとも、３または４のどちらかは記載してください。 

 任意：資料や事例等ございましたらご紹介ください。 

 

Ａ－３ 個人情報保護の対応 
【分科会のねらい】 

学生の質保証を進めていくには、学生一人ひとりの進路情報、職業観に関わる情報、成績情

報等、個人の人生設計に必要な情報を大学として整備し、その上で個別指導や相談・助言に当

たることが不可避となっているが、それを実現しようとすると、個人情報保護の面から情報の

収集・活用について制限が生じる。 

この分科会では、大学として整備すべき学生の個人情報の内容、取り扱いのルール・体制、

情報管理等の観点から、個人情報保護への対応策を模索する。 

 

【メインテーマ】学生個人情報の活用と個人情報保護との対応 

 

【サブテーマ】 

・ 学生支援における情報資産の活用と個人情報保護とのバランス 

・ 教員が扱う個人情報の把握と管理 

・ 技術的なセキュリティ対策の導入と評価 

・ 個人情報保護推進体制の運用と課題 

 

【対象者】情報部門管理部門を問わず個人情報保護に係わっている方、もしくは関心のある方 

 

【ミニ事例発表】 

 参加者事前レポートの内容をもとに、先進的な取り組みを行っている大学には、事例発表を

お願いすることがある。 
 

【事前レポート】 
 討議を円滑に進めるため、参加者は以下の内容についてＡ４判１～2 枚程度にまとめてレポ

ートを事前に提出してください。 
１．参加者及び所属大学のプロフィール 
（１）大学名、所属（役職）、氏名、連絡先メールアドレス 
（２）勤続年数及び現職勤務年数（９月末日時点） 
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２．自校の個人情報の取り扱いについて 
（１）個人情報の取り扱いのルール 
（２）教員に対する保有個人情報の調査状況 
（３）技術的なセキュリティ対策の導入状況（製品名、機能、特色） 
３．討議希望項目（サブテーマを中心に、理由・討議内容を簡潔に記入してください） 

 

※個人情報保護推進体制図、関連規程、機密保持契約書、教職員・学生向けハンドブック等、

当日の分科会の討議に参考となるものをお持ち頂き、参加者同士情報交換を行います。 

  

Ａ－４ 戦略的教育支援 
【分科会のねらい】 

学生の基礎学力の低下、学習意欲の低下、人間力の低下が教育現場での最大の課題となって

いる。大学は、学生を受け入れた以上、動機付けを高め達成感を持たせる工夫等を行いながら、

4 年間ないし 6 年間の履修を通じて、大学が目指す人材の育成を果たさなければならない。古

くからの教育手法では、学生の能力に見合った教育が困難であることから、教育のあり方を工

夫（FD）することが喫緊の課題となってきている。 
 本分科会では、教育内容や教育方法の改善・向上を実現するために、教員と連携して授業の

設計・開発・運営・点検・評価について職員の立場から解決策を見出すことにしたい。 
 

【メインテーマ】 教育支援のための戦略 
 
【サブテーマ】 

・ 教育支援のための組織体制 
・ ＦＤ対策としての教育支援    
・ 教育の自己点検・評価のしくみ    
・ 講義支援システム    
・ コンテンツ作成支援    

  
 【対象者】 

教育支援に何らかの形で係わっており、現在抱えている課題の解決方法を模索しながら、よ

り積極的な教育支援のあり方を検討する担当者もしくは関心のある方。 
 
【ミニ事例発表】 
 参加者事前レポートの内容をもとに、先進事例についてはミニ事例として発表をお願いする

ことがある。 
 

【事前レポート】 
討議を円滑に進めるため、参加者は以下の内容についてＡ４判１枚程度にまとめてレポート

を事前に提出してください。 
 
① 参加者の自己紹介（大学名、所属、現所属での勤務年数、メールアドレス、大学のＵＲＬ）  
② テーマのいくつかについて自学の現状と課題  
③ この分科会に参加される動機と目的 
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Ａ－５ 戦略的な大学Ｗｅｂサイトの構築 
【分科会のねらい】 

 大学は社会からの理解と支援を得るため、アカウンタビリティとして教育、研究、社会貢献、

財政状況、第三者機関による評価結果等の情報開示が求められている。加えて、大学のステー

タスを高めるために、特色発揮を通じて他大学と差別化を図り、社会に強くアピールすること

が求められている。その広報手段として、大学 Web サイトは極めて重要であり、戦略的に構築

されることが望まれる。 

 本分科会では、各大学の Web 広報の現状・問題点について、学生確保、教育改善への取り組み、

研究活動の特色、大学経営の工夫・改善等の面から分析し、戦略的なWeb広報のあり方を模索する。 

 

【メインテーマ】 効果的なＷｅｂ広報と情報発信 

 

【サブテーマ】 

① 外部機関によるＷｅｂサイト評価の視点 

② 戦略的なＷｅｂサイト設計・構築・運用 

③ 公開すべき情報資産とは 

④ Ｗｅｂサイトを通じた社会との連携 

 

【対象者】広報・企画部門及び大学情報を発信している関連部署 

 

【ミニ事例発表及び参考事例報告】 

 ①参加者事前レポートの内容により，先進事例として数件の事例発表をお願いする。 

 ②Ｗｅｂサイトのランキングを行っている企業より評価の視点、広報サイトに求められる役割、

課題などを伺う。 

 

【参加者事前レポート】 

 以下の項目について自大学の状況をＡ４サイズ２枚以内にまとめ，事前に提出していただく

こととする。 

 ①ホームページアドレス 

 ②研修への参加目的 

 ③メインテーマ，サブテーマに沿った自大学の現状と課題，今後の計画や提案 

 ④テーマに則った討議希望項目及び情報交換希望項目 

 

Ｂ－１ 学びの主体性を喚起する学修支援システム 
【分科会のねらい】 

学生の学力低下や学習意欲の喪失が問題となっており、学生の動機付けを高め、主体的な学

びを促すことが喫緊の課題となっている。単に卒業必要単位数の取得を目標とした履修方法で

は学生の学びを喚起することはできない。目的意識を持たない学生にいかに授業に積極的に参

加させ、社会に貢献する人材を育成していくには、学生一人ひとりの将来設計、進路設計に応

じた学びが実現できるよう、学生の多様なニーズに応じた学修支援が必要である。それには、

学びの重要性やカリキュラムの意義をわかり易く紹介するシラバスとそれを活用させるための

システム作りが必要である。また、学生が履修状況の自己点検・評価を通して自ずと学修意欲

を促進する、学生個別の履修支援が達成できるようなシステム作りと教職員による連携が求め

られる。 

本分科会では、学生の自立的な学習を促すための履修支援・シラバスシステム等の充実や、

学生に対する親密な相談・助言を可能にする支援体制、学修支援システムのあり方等について
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模索する。 

 

【メインテーマ】 学生の主体的な学びを促進させるシステムの構築について 

 

【サブテーマ】 

・ 学生の学修行動（履修計画策定から登録、学習活動を経て、学習成果確認に至る）の各プ

ロセスを効果的に支援するシステム・機能について 

・ 望ましいシラバスのあり方（マルチメディアの活用、履修支援システム・シラバスシステム

の連携、履修要項とシラバスの整合・見せ方、シラバスを読ませる工夫等） 

・ 新たな教育制度やカリキュラムとの連関について 

 

【対象者】教務事務および学修支援システム開発・運用に携わる方 

 

【事前レポート】 

 以下の項目についてＡ４用紙１ページ以内にまとめ、提出していただきます。 

１）自大学における学修支援システムの現状及び課題。 

２）特に討議を希望するテーマとその理由。 

 

Ｂ－２ キャリア形成支援 
【分科会のねらい】 

大学が「人材育成」という社会的使命を果たすためには、キャリア形成支援部門が教務部門

や教員組織とも連携しながら部門を越えた全学的な観点から問題解決の中枢として機能しなけ

ればならない。ＩＴの活用についても、これを単なる「就職活動支援」という狭い対象に止め

ず、大学全体として取り組むべき「人材育成」という課題を実践するためのシステムとして捉

えることが重要である。 
本分科会では、参加者が自由な発想の中から新たなアイデアやサービス、有用な支援モデル

の糸口を導き出す作業を通じて、教育を支援する能動的職員としての意識発揚を目指す。 
 
【メインテーマ】 キャリア形成を支援するための効果的な情報とその活用 
 
【サブテーマ】 
・進路観の醸成、キャリア形成を支援する情報システムとは 
・学生の状態や到達度に応じた的確かつ有益な情報提供のあり方 
・社会と連携したキャリア形成支援を実現するための情報ネットワークの利用 
・多様な情報やナレッジの蓄積と組織的活用 
・教員組織との連携、キャリア関連科目等の実践と効果 

 
【対象者】 
 就職・キャリア形成支援、学生支援、教務部門 
【ミニ事例発表】 
 参加者の事前レポートの内容により、先進的な事例について発表をお願いすることがある。 
 
【参加者事前レポートの形式】 
 運営を円滑に進めるため、以下の内容についてＡ４サイズ１～２枚にまとめ、事前提出をお願

いする。 
１．参加者及び所属大学のプロフィール 
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（１）大学名、所属（役職）、氏名、連絡先メールアドレス 
（２）勤続年数及び現職勤務年数（９月末日時点） 
（３）就職支援・キャリア形成支援部門の体制 
  （委員会等の構成、教員・専任職員・非専任職員の人数内訳） 
２．ＩＴを活用したキャリア形成支援の取組について 
   ―― 単なる「就職活動支援」にとどまらない、広義の「キャリア形成支援」の取組 

（サブテーマを意識しながら、実施状況、効果、問題点・課題等について具体的かつ簡潔に） 
（１）学生個人情報の収集と活用 
（２）ネットワークや携帯電話等コミュニケーションツールの活用 
（３）教職員の連携を促進する情報の組織的活用 
（４）Ｗｅｂ等による各種情報提供 
（５）その他特徴的なＩＴ活用事例 
３．討議希望項目（サブテーマを中心に１～２項目を各２００字程度にまとめる） 

 

Ｂ－３ 教育学術情報政策 
【分科会のねらい】 

いま、大学図書館に対する期待は、より実質的な教育支援のための情報サービスに比重が移

りつつある。そのため、膨大な学術資源の戦略的導入、授業理解や自立的学習を促進させるよ

うな情報提供、教材を含む各種コンテンツ作成支援、知財を含む成果物の権利保護など、新た

な諸課題をクリアしなければならない。 
 本分科会では、教育支援のための教材情報（図書・論文・DVD・データベース・e ジャーナ

ル・Web コンテンツ等）のアーカイブ化のあり方および実現のための体制づくり、権利処理、

について考え方を整理する。 
 

【メインテーマ】大学の新時代を支える学術情報基盤とは 

 

【サブテーマ】 

① 教育研究を補完する情報基盤、機関リポジトリ 

基盤要件、情報蓄積の手段、収集の工夫 

② 学術情報の実質化 

アクセス誘導、ポータル、検索エンジン、見せる工夫 

③ 学内の情報コミュニティ 

FD コミュニティ、進路コミュニティ、図書館コミュニティ 

④ コンテンツ制作と環境整備 

学習素材の収集、編集、利用者教育 

 

【対象者】 

図書館部門、情報化（ICT）関連部門、教育サービス・学生サービス部門、生涯学習部門等の職員 

【ミニ事例発表】 

   リポジトリ・ツールの機能紹介又はミニ事例等２、３題を設定し、分科会席上での発表（20

分／件）を予定する。（なお、自・他問わず希望テーマがあれば事前レポートでご紹介ください。） 

 

【事前レポート】 

  以下の事項について、Ａ４判縦１枚横書きにまとめ、研修会参加申し込み時にご提出下さい。 

   ①この分科会への参加動機 

   ②メインテーマ、サブテーマに関する貴校の取り組みの状況または展望 
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   ③他大学との情報交換希望項目（特にある場合のみ） 

 

Ｂ－４ IC カードを活用したキャンパスライフ支援 
【分科会のねらい】 

 大学の施設・設備・図書・教材等の利用に当たっては、これまでは主に磁気カードにより

対応してきたが、カードの特性上、個々人の属性情報を網羅的に取り扱うことが難しい。大

学の資産を効率的に管理し、より利便性の高いサービスを提供するには、認証機能に優れ、

利用履歴の一元的管理ができる ICカードを活用することが一つの解決策になり得る。学生は

もとより、教員・職員に携帯させることにより、学内の情報利用、施設・設備利用、図書利

用、学内サービス利用、決済手段としての利用など、各種の利用情報の一元管理が可能にな

るほか、教育支援への活用の可能性も期待される。 

 そこで、本分科会では、IC カードの利用動向についてシステム導入事例をもとに討議し、

学生証や職員証を IC カード化する際に必要となる様々な機能や運用ポリシーについて検証

し、導入の成果と運用時の課題を明確にする。 

 

【メインテーマ】 ＩＣカード導入によるメリットと運用課題の確認 

 

【サブテーマ】 

 １）学生証・職員証のＩＣカード化 

  ・発行と運用の業務フローの検討 

 ２）ＩＣカードを利用した教育学習支援 

 ・ＩＣカードを利用した具体的な教育学習支援システムの検討 

 ３）ＩＣカードとセキュリティ 

・ＩＣカードにおけるセキュリティの考え方 

  ・具体的なキャンパスセキュリティ・システムとＩＣカードの関連性 

 

【参加対象】特に部署による指定はない。IC カード導入に関心のある方。 

 

【事前レポート】 

  以下の事項について、Ａ４判縦１枚横書きにまとめ、研修会参加申し込み時にご提出下さい。 

記載項目（A4、1～2 枚程度） 

 １）氏名 

 ２）大学名 

 ３）所属（役職を含む）・在職年数 

 ４）現在の業務内容 

 ５）連絡先 

 ６）業務用メールアドレス 

 ７）レポート内容 

・既導入校についてはＩＣカードの導入実態を報告する。 

・未導入校についてはＩＣカードの導入によって実現したい事を報告する。  

 

Ｂ－５ ＩＴを活用したコミュニケーション 
【分科会のねらい】 

 学生一人ひとりの品質を保証するという大学としての使命に応えていくには、教職員一体と

なって知恵を出し合い、様々な対策を講じていくことが不可欠である。そのためには、縦割り
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組織の弊害を打破し、大学構成員間で課題を共有し、問題解決に向けた協業のための密接な相

互コミュニケーションが求められている。例えば、教職員と連携した個別指導や校友や地域社

会との連携を可能にするコミュニケーションのしくみが必要となってきている。 

 本分科会では、参加大学のコミュニケーションのしくみについて、果たしてそれらが本当に

有効に活用され、効果を発揮しているか、また、本質的な問題や理想的な形は何かについて討

議する。参加者各自は、自大学のコミュニケーションシステムについて、効果的な活用方法や

問題の解決案を見つけ出す。 
 
【メインテーマ】教育・学生支援のためのコミュニケーションのしくみ 
 
【サブテーマ】 

① 教育支援・学生支援を効果的に推進するためのコミュニケーションとは 
② 協業システムとしてのグループウェアの可能性と限界 

③ ステークホルダー間（学生、教職員、保護者・卒業生・地域・企業･･）のコミュニケー

ション 

④ コミュニケーションの対象範囲拡大による新たなセキュリティ上の問題や考慮点 

 
【対象者】 

情報流通・共有について問題をお持ちの方、ＩＴを活用したコミュニケーションの仕組みを

使って新しいサービスを実現したい方、学内インフラとしてこれらのシステムを整備する情

報部門の方など幅広い部門を対象とする。 
 
【ミニ事例発表】 
  参加事前レポートの内容をもとに、各大学の状況報告をしていただき、先進事例については、

ミニ事例として発表をお願いする。 
 
【事前レポート】 
  以下の内容を記載したレポートの事前提出をお願いする。 
   ①参加者及び所属大学のプロフィール 
    ・大学名・所属（役職）、氏名、メールアドレス（連絡用にのみ利用します） 
    ・勤続年数、現職勤務年数 

・所属大学の概略（キャンパスの位置、学部・学科数、学生数、教職員数） 
②自大学におけるコミュニケーションシステムの現状 

    システムが複数あればそのシステム毎に記載してください。 
    ・システムの概要（パッケージ、機能、対象者） 
    ・導入・運用・利用状況 
    ・効果・問題点 
   ③上記テーマ、サブテーマについての意見 
 
 



タイムテーブル　A日程：１０月１８日（水）～２０日（金）
　　　　　　　　B日程：１１月　８日（水）～１０日（金）　会場： 浜名湖ロイヤルホテル

1日目 2日目 3日目
9:00 9:00
分科会討議／事例研究 （引き続き分科会）

休憩（適宜） 休憩（適宜）

（引き続き分科会） （引き続き分科会）
　討議まとめ

11:30 受付
アンケート記入

12:00 昼食 12:00 順次解散

12:30 開会式
委員長趣旨説明
基調講演
委員紹介　等 13:00

（引き続き分科会）

休憩

14:50 休憩（適宜）
15:00 事務連絡

移動・休憩

（引き続き分科会）
15:40 事例紹介①

　発表４０分＋質疑１０分

16:30 休憩
事例紹介②

　発表４０分＋質疑１０分 17:00 休憩

17:30 休憩・チェックイン

18:00 夕食

18:30 懇親会

19:00 フリーディスカッション

※都合により変更することがあります。


